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子 どもを取 り巻くZI 嫌がますます漉しくな っ て いる状況の なか で . 子 どもたちが自分に自借を持ち､

自由な意思を持っ て 人生を生き抜いて いくための 方法を､ グル
ー プワ ー クや ロ ー ル プレイを述して

考える ､ 美銭的でJt体的なプロ グラムを体鼓します｡

曾串串
大 切 な 自 分 を 守 る た め l こ

子 ど も 対 一

日 時 : 2 0 0 9 年 1 1 月 2 7 日 ( 土)

1 0 : 00 - l l : 30 (9 : 4 5 受付)

書 所 : 仙台市稚祉プラザ

簾3 研♯圭

●加対■ : 小事低学年

事加* : 5 0 0 円

定 A : 1 5 名 ( 先* ★)

≪ おとな対t には ･ I ≫

どんなに子 どもが心配でも . 四六時中子 どもに つ い

て い ることはで きません ｡ 子 どもが自分自身で , 自

分を守れるように ､ 何をどんな且 に数えたら良いか

子 どもを犯罪0) 被書者に も加書者に もさせ ないた

めに大人が出来 ることや､ 支鎌の方法や什報な どを

お書舌します｡

脚 I ^ って. 亡ん8 ^ ?

モの時. 何# で壱書すか ?

大 切 な 自 分 を 守 る た め l こ

邑言L ?⊆還1 u

日 時 : 2 0 1 0 年1 1 月 8 E] (月)

. 1 0 : 00
- 1 2 : 0 0 (9 : 4 5 受付)

+ 所 : 仙台市坪牡 プラザ

第4 研♯圭

●加* : 5 0 0 円

* 肝心のある方は どなたでも事加できま
●

* 子 ども対たの所産に事加希望の兄暮の

保従者蛙必ず♯加してく1=
'

さ い ｡

この 企画は ､ 1 年に 1 度 しかありません ｡ ぜひ ､ こ の4k 会をおJL 述しなく . ぜひ ご事加ください ｡

c A P み やぎ = 19 9 9 年3 月から涛tb ｡

子どもがいじめや■特 . 誘拐などあらゆる暮カから. 自分
I

e 自

分を守っていくC A P プログラム( Ch ild A 榊 此 P r . v . n tic n の

N[) を捷供している非営利の市民Ea 体です ｡ 子ども へ のあらゆ

るJL 力をrFさない安全な牡* を日給し. 子どもa ) 人壮が書t さ

れる社虫の形成に書与することを目的にして います .

申 し込み ･ 何台せ

と
'
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みやぎ事務局

〒98 3 ･カ836 仙台市宮城野区幸町 4
- 7 - 2

みや ぎいのちと人格リソ
ー スセ ンタ ー 内

PHS 0 7 0 - 5 0 1 7
- 4 8 8 9

E ｣ 血i l c a p m i y 8 gi@ y a h o o . c o . j p
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命 スタ
ー ･ ペアレンティンク講座

額 - BP かす､ 甘やかさす子育てする方法 -
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手書て 楽 しんで ますか ?

子 どもに手をあげず. かとい っ て甘やか しも しない子育ての方法があるとしたら
- ?

親も子もス トレス を感 じない で ､ 落ち* い て 手書て ができると した ら
･ . ?

親も子もがまん しない ｡

実妹lこなれる子7F ての方法を体放してみませんか

『ペ ア レンテ ィ ング』 とは､ 親の 在り方や役割を意

味する吉葉で , 子 どもの 自立する力を引き出すため

に親のあり方を親自らが学習する r親教7F J を甘い

ます ｡

子 どもを持っ たら , すぐに何で もで きる親lこなるの

ではありません ｡ 親としての ス キル( 技術) を学び､

トレ ー

ニ ング(練習) することが必要なの です ｡

もし､ 今 ､ 子育て がうまくい っ て いないの なら . そ

れは . 親の せいで も子 どもの せいでもありません ｡

その や り方が子 どもに合 っ て い ない という こと な

の です ｡ その 手に 一 手良い方法を見つ けて いきま し

よう ｡

c A P みや ぎ

ち恵ミ 串 串
1999 年股立｡ 子どもの人権が守られ . 子 ども へ のJL 力

をなくすため F c A P プE) グラムJ) の活抽に取り温ん

で います｡

子ども へ の J 待をなくすにrま. ます子書て を* えるこ

とから - と書え､ 手7F て の技術を諦める 『スタ ー . ペ

ア レンテ ィ ン グ群集JI 鵬dE に も取 り頼 んで い る ｡

c A P み やぎの)E 姑先は暮面

r
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! * 託児が必 要な方は必ず事前にフ ォ ー ラム 事務局ま で

ご連絡ください o (対象年齢生後 6 ケ月 ヤ)

i * 会場ア クセ ス

】 地下鉄旭ヶ丘駅下車, 東 1 番出口より徒歩 3 分
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主催 : 子どもの4 利点約フ ォ
ー ラム j n みや ぎ 美行幸JL *

〒9 81 1 柑5 4 AL[台市書暮匡川平1
11 6 - 5 -10 2 T E L / F A X 022

-2 79 - 723 9 ( t 辞* 付ヰM 平Er 1 5 J - 1 9 I+ )
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ル k od c 巾0 . k f b i 8 t . 0 ¢n . n O . j p

r 手とti 棚 ? * - JI B Zq711 打3r やぜJ
r 手どもの * 利集約｣ とは. 1 9 89 年､ ヰ暮稔* 1こおいて ､ 採択された集釣です｡ 日本は1 994 年 に批准しましたが. 日本の現状
lま､ 書E) 1 . 7 人の子どもが自殺し (暮書庁枕計★料 2 00 9 年) 3 日に 1 人の子 どもがJ* 持死 (JF 生労●牛1 壬 2 0 06 年) して おり､

子どもの 4 制を守ることがで きているとはーいホい現状です｡
このような状況を何とかしようと. 子どもに M わる薄地をして いる人たちが暮まっ て企声しました｡




